
トポロジカル絶縁体 Sb2Te3のコヒーレント光学フォノン 

Coherent optical phonon of topological insulator Sb2Te3 
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トポロジカル絶縁体は、バルクは絶縁体だがその表面は金属的な性質を示す、新奇な物質状態

をもつ。その特異なトポロジカル絶縁体表面の研究は、角度分解光電子分光（ARPES）等を用い

て行われてきた。Sb2Te3は表面状態のエネルギー分散が単純な単一ディラックコーンをもつと理

論的に予測されている系の一つであり[1]、Te-Sb-Te-Sb-Teを一層とした層状の結晶構造を有してい

る。本研究では、電子と相互作用しているフォノン、特に、層の面内方向の振動モード（Eg
1
, Eg

2）

に着目した。 

本実験は、単結晶 Sb2Te3
[3]の面内振動モードを観測するために、フェムト秒時間分解反射率測

定（ポンプ・プローブ法）の一つである EO サンプリング法[2]を用いて偏光依存性を測定した。光

源は Ti;Sapphireレーザーで、中心波長 810 [nm]、繰り返し率 86 [MHz]、パルス幅 40 [fs] であり、

ポンプ光の偏光を 5°ずつ回転させて過渡反射率を測定した。 

図に示したのは、試料の a 軸または b 軸

方向の偏光で光励起し、過渡反射率変化と

その振動成分をフーリエ変換したものであ

る。文献値より[4]、1.40 [THz] は Eg
1モード、

3.33 [THz] は Eg
2モードと同定され、面内方

向のコヒーレントフォノンを選択的に強く

観測できることが分かった。特に、Eg
1モー

ドにおいては過去に報告はなく、本実験で

初めて観測に成功した。 
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図 Sb2Te3単結晶の過渡反射率変化 
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